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建築空間計画／設計部会の活動方針（案） 

 

１．部会の目的 

知的生産性の基礎的研究の成果を具体的な建築空間に反映させたワークプレイス（「仕事

場」）の計画方法の研究と実践的な設計に向けた設計知識の収集・空間の提案、ファシリティ

マネジメント方法の研究を行う。 

 

２．研究内容 

（１）国内外の文献を調査し、建築空間計画が知的生産性に与える影響を整理する。 

（２）国内外の先進事例の調査を行い、事例収集と空間を評価する手法を検討する。 

（３）「仕事場」における人間行動・心理と知的生産性を向上させる建築空間を検討する。 

（４）知的生産性を向上させる建築空間の各種計画技術・マネジメント技術を検討する。 

 

３．方法 

（１）国内外の各種文献、論文を基に既往研究を調査し、知的生産性と空間要素、人間行動の

関係を整理する。 

（２）「仕事場」における行動活性化評価をもちいた空間性能評価手法を検討する。 

（３）「仕事場」における人間行動と空間性能のモニタリングを検討する。 

（４）知的生産性を向上させる建築空間の各種計画法・ファシリティマネジメント手法を検討

する。 

 

４．アウトカム 

（１）知的生産性と空間要素、要素技術、人間行動、「仕事場」の関係のデータベースの構築 

（２）「仕事場」の行動活性化評価をもちいた空間性能評価手法の提案 

（３）知的生産性を向上させる建築空間の各種計画法（要素技術）・設計知識（統合化技術）

の提案 

（４）知的生産性を向上させるファシリティマネジメント手法の提案 

 

５．部会の委員構成 

宗本 順三（京都大学大学院工学研究科教授） 部会長 

部会長を中心として部会委員を構成する。 
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研究のフレーム（対象・目的）
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研究の方法・アウトカム

空間／動線／レイ
アウトの相違

人間行動／活動の活性化
のエビデンス（指標）

調査
モニタリング

空間性能評価

空間技術
設計知識

FM技術

計画法

設計技術の提案

環境・設備 計画／評価部会

環境・設備 生理／心理部会
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